
『
楊
鴫
暁
筆
』
説
話
の
論
理
展
開
の
方
法
と
配
列

巻
一
を
中
心
に

小
　
椋
　
愛
　
子

一、

ﾍ
じ
め
に

　
こ
れ
ま
で
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
説
話
の
出
典
を
探
り
、
そ
の
受
容
と
変
容
の
あ
り
方
を
考
え
て
き
た
。
そ
し
て
、
各
説
話
が
典
拠
を
有
し
な
が

ら
も
、
そ
の
巻
の
表
題
に
あ
わ
せ
た
解
釈
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
、
新
た
な
事
柄
を
付
加
す
る
な
ど
、
独
自
の
読
み
を
展
開
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
雑
纂
的
な
説
話
集
と
い
わ
れ
、
他
の
説
話
集
、
類
書
と
も
巻
の
立
て
か
た
は
異
な
る
。
し
か
し
、
巻
の
構
成

の
意
識
は
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
前
稿
で
、
『
三
国
伝
記
』
と
の
関
わ
り
を
論
じ
、
『
太
平
記
』
、
『
発
心
集
』
と
重
な
り
を
示
し
な
が
ら
、
『
三
国
伝
記
』
に
同
話
、
同
類

話
が
あ
る
場
合
、
『
三
国
伝
記
』
を
主
に
採
り
、
そ
れ
ら
の
中
で
は
『
三
国
伝
記
』
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
必
ず
し
も
、
古
い
説
話

を
重
ん
じ
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
を
論
じ
た
。

　
さ
て
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
を
概
観
し
た
と
き
、
仏
教
、
中
で
も
「
法
花
本
門
」
の
語
が
多
く
目
に
付
く
。
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
ふ
ま
え

な
が
ら
、
各
説
話
の
方
法
1
1
論
理
展
開
と
、
そ
の
巻
の
中
に
お
け
る
説
話
配
列
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
各
説
話
の
方
法
と
巻
の
中
に
お
け
る

説
話
配
列
は
相
関
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
し
あ
た
り
、
巻
一
を
中
心
に
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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一一

A
説
話
の
方
法
ー
第
四
「
国
土
ノ
起
」
を
中
心
に

　
巻
一
は
、
一
・
戯
実
、
二
・
生
死
、
三
・
仏
法
前
後
、
四
・
国
土
ノ
起
和
漢
仏
家
、
五
・
衆
生
、
六
・
字
源
、
七
・
詩
初
、
八
・
歌
起
、
九
・
教

起
の
九
つ
の
説
話
群
か
ら
な
る
。
第
一
の
「
戯
実
」
は
、
清
少
納
言
の
『
枕
草
子
』
を
意
識
し
た
構
成
を
と
り
、
少
し
趣
を
異
に
す
る
。
し
か

し
、
第
二
は
生
死
の
起
、
第
三
は
「
仏
」
と
「
御
法
」
は
ど
ち
ら
が
先
に
で
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
起
源
を
説
く
も
の
、

第
五
は
「
人
」
の
起
こ
り
、
第
六
、
七
、
八
は
文
字
、
詩
（
絶
句
）
、
和
歌
の
起
こ
り
、
第
九
が
如
来
説
法
の
起
源
を
説
く
内
容
と
な
り
、
第
一

以
外
は
全
て
物
の
起
こ
り
、
い
わ
ゆ
る
起
源
諏
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
説
話
の
方
法
を
み
て
い
く
。
ど
の
よ
う
な
論
理
構
成
を
持
つ
の
か
検
討

し
た
い
。
大
ま
か
に
い
え
ば
、
仏
教
思
想
を
も
っ
て
統
括
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
具
体
的
な
例
と
し
て
第
四
「
国
土
ノ
起
」
を
取
り
上
げ

る
。
こ
の
「
国
土
ノ
起
」
も
、
世
界
の
始
ま
り
に
つ
い
て
説
く
。
標
題
に
「
和
漢
仏
家
」
と
あ
り
、
ま
ず
、
冒
頭
で
、

又
国
土
の
成
立
を
い
ふ
に
付
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

和
漢
両
朝
並
に
仏
家
の
所
談
相
か
は
れ
り
。

と
、
国
土
の
成
立
に
お
け
る
諸
説
を
挙
げ
る
こ
と
を
提
示
し
、
「
和
漢
両
朝
並
に
仏
家
」
と
し
て
、
神
道
、
道
教
、
儒
教
等
を
和
漢
両
朝
の
思
想

と
し
て
ま
と
め
る
の
に
対
し
、
仏
教
の
み
は
、
仏
家
と
明
示
し
他
と
区
別
す
る
。
（
以
下
、
提
示
の
説
を
「
神
道
」
「
道
教
」
「
儒
教
」
の
思
想
と

し
て
そ
の
語
を
用
い
る
が
、
そ
の
内
容
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
こ
こ
で
は
『
楊
鴫
暁
筆
』
が
そ
の
よ
う
に
分
け
て
い
る
と
し
て
扱

う
。
）
そ
し
て
、
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先
和
国
神
道
の
心
天
地
開
關
の
初
を
尋
ぬ
れ
ば
、
当
初
天
地
い
ま
だ
開
ず
、
陰
陽
い
ま
だ
別
れ
ざ
り
し
時
、
乾
の
方
に
鶏
の
子
の
ご
と
く



　
　
マ
マ

な
る
渾
沌
た
る
物
あ
り
。

と
、
「
先
」
と
し
、
最
初
に
「
和
国
神
道
の
心
」
と
し
て
「
神
道
」
の
見
解
を
述
べ
る
。
「
尋
ぬ
れ
ば
」
と
問
題
提
起
を
し
、
天
地
の
起
こ
り
を

説
く
。
「
尋
ぬ
れ
ば
」
の
あ
と
、
天
地
開
關
と
し
て
「
…
こ
れ
よ
り
始
て
大
八
洲
の
名
を
こ
れ
り
。
」
ま
で
『
日
本
書
紀
』
な
ど
で
有
名
な
神
代

の
説
話
が
続
く
。
そ
し
て
、
こ
の
後
は
、
「
大
八
洲
」
に
導
か
れ
、
日
本
の
名
称
の
由
来
を
語
る
。
全
体
が
二
つ
に
分
か
れ
る
。
先
の
「
天
地
開

聞
」
で
も
神
の
名
前
に
導
か
れ
て
、
そ
の
説
明
が
入
る
な
ど
、
説
明
の
付
加
が
目
立
つ
。
こ
の
部
分
を
市
古
貞
次
氏
は
、
『
日
本
書
紀
』
を
出
典

と
す
る
。
し
か
し
、
『
日
本
書
紀
』
に
は
な
い
記
述
が
二
箇
所
あ
る
。
一
つ
が
天
神
七
代
を
五
行
に
あ
て
は
め
る

い
は
ゆ
る
国
常
立
尊
木
火
土
金
水
の
徳
を
そ
な
へ
給
へ
り
　
国
狭
槌
尊
水
徳
、
豊
勘
淳
尊
火
徳
、
泥
土
煮
、
沙
土
煮
尊
木
徳
、
大
戸
之
道
、
大
戸
間
辺
尊
金
徳
、

面
足
慢
根
尊
土
徳
、
伊
弊
諾
伊
弊
冊
尊
五
徳
△
。
て
万
物
を
生
。

と
、
そ
れ
に
続
く
説
明

然
に
始
の
五
柱
の
神
は
五
行
の
精
に
て
、
其
形
顕
れ
給
は
ず
。
面
足
尊
よ
り
し
て
人
の
形
備
り
給
ふ
故
に
、
面
足
と
は
申
侍
る
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

…
…
五
行
の
徳
を
各
顕
し
給
ふ
方
を
六
柱
の
御
神
と
申
計
な
り
。
二
世
三
世
の
次
第
を
立
べ
き
に
非
ず
と
も
い
え
り
。

の
箇
所
。
そ
し
て
、
も
う
一
箇
所
が
後
半
の
国
の
名
称
の
由
来
を
説
く
箇
所
の
一
つ
。
大
和
の
地
名
の
い
わ
れ
を
説
く

此
名
中
洲
な
る
上
神
武
天
皇
東
征
よ
り
代
ミ
の
皇
都
と
な
り
し
故
也
。
又
大
和
を
昔
は
耶
麻
土
と
書
。
こ
れ
は
天
地
分
れ
し
初
泥
う
る
ほ
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ひ
い
ま
だ
か
は
か
ざ
り
し
時
、
人
み
な
山
を
の
み
往
来
し
て
其
跡
お
ほ
か
り
け
れ
ば
、
山
　
と
云
心
な
り
。

山
に
居
住
せ
し
に
よ
り
山
に
と
“
ま
る
と
云
心
な
り
。

或
は
古
語
に
居
住
山
と
い
ふ
。

の
箇
所
で
あ
る
。
初
め
の
天
神
七
代
を
五
行
に
あ
て
は
め
る
こ
と
は
清
原
宣
賢
筆
の

　
　
　
　
　
　
　

『
日
本
書
紀
抄
』

に

第第第第第第
六五四三ニー

國
常
立
尊
　
此
神
ハ
無
名
之
名
無
状
之
状
ナ
リ
…
…
在
レ
天
元
氣
之
元
…
…
天
地
開
闇
以
来
今
日
至
テ
派
変
常
住
魍
…
…
…

國
狭
槌
尊
　
在
レ
天
元
氣
木
徳
凶
神
在
レ
地
一
徳
元
水
ノ
神
　
在
レ
人
腎
元
霊
ノ
神

豊
勘
淳
尊
　
在
レ
天
元
氣
幽
徳
治
神
在
レ
地
二
儀
元
火
ノ
神
　
在
レ
人
心
元
霊
ノ
神
…
…

泥
土
煮
尊
　
沙
土
煮
尊
　
在
レ
天
元
氣
宋
徳
ゆ
額
在
レ
地
三
生
元
木
ノ
神
　
在
レ
人
肝
元
霊
ノ
神
…

大
戸
道
尊
　
大
苫
邊
尊
　
在
レ
天
元
氣
盟
［
徳
　
（
ゆ
O
‥
独
在
レ
地
四
殺
元
土
（
ノ
）
神
　
在
レ
人
肺
元
霊
（
ノ
）
神

面
足
尊
　
憧
根
尊
　
在
レ
天
元
氣
出
徳
　
つ
O
‥
…
神
在
レ
地
五
鬼
元
土
（
ノ
）
神
　
在
レ
人
脾
元
霊
（
ノ
）
神
　
以
上
水
火
木
金
土
ト
次
タ

　　　一一

リ

神
皇
實
録
云
　
件
五
代
云
難
レ
有
二
名
相
未
レ
現
二
形
髄
一
・
－
神
皇
正
統
記
云
此
諸
神
實
國
常
立
一

第
七
　
伊
弊
諾
尊
伊
弊
冊
尊

神
御
座
ナ
ル
ヘ
シ
・
五
行
徳
各
々
ノ
神
二
顕
給
・
此
六
代
ト
モ
計
ル
也
・
二
世
三
世
次
第
非
レ
可
レ
立
云
々

此
二
於
テ
始
テ
陰
陽
交
會
ノ
道
ア
リ
…

と
あ
り
、
又
、

　
　
　
　
　
ヨ
　

『
神
皇
正
統
記
』

に
も

夫
天
地
未
レ
分
ザ
リ
シ
時
、
混
沌
ト
シ
テ
、
マ
ロ
ガ
レ
ル
コ
ト
鶏
子
ノ
如
シ
。
ク
・
モ
リ
テ
牙
フ
ク
メ
リ
キ
。
コ
レ
陰
陽
ノ
元
初
未
分
ノ

一
氣
也
。
其
氣
始
テ
ワ
カ
レ
テ
キ
ヨ
ク
ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
ハ
、
タ
ナ
ビ
キ
テ
天
ト
成
リ
、
ヲ
モ
ク
ニ
ゴ
レ
ル
ハ
ツ
．
・
ヰ
テ
地
ト
ナ
ル
。
其
中



ヨ
リ
一
物
出
タ
リ
。
カ
タ
チ
葦
牙
ノ
如
シ
。
即
化
シ
テ
祠
ト
ナ
リ
ヌ
。
國
常
立
尊
ト
申
。
又
ハ
天
ノ
〔
御
〕
中
主
ノ
帥
ト
モ
號
シ
奉
ツ
ル
。

此
祠
二
木
・
火
・
土
・
金
・
水
ノ
五
行
ノ
徳
マ
シ
マ
ス
。
先
水
徳
ノ
祠
ニ
ア
ラ
バ
レ
給
ヲ
國
狭
槌
尊
ト
云
。
〔
次
二
火
徳
ノ
祠
ヲ
〕
豊
勘
淳

尊
ト
云
。
天
ノ
道
ヒ
ト
リ
ナ
ス
。
ユ
ヘ
ニ
純
男
ニ
テ
マ
ス
〈
純
男
ト
イ
ヘ
ド
モ
ソ
ノ
相
ア
リ
ト
モ
サ
ダ
メ
ガ
タ
シ
〉
。
次
木
徳
ノ
祠
ヲ
泥

土
〈
蒲
竪
反
〉
現
尊
・
沙
土
現
尊
ト
云
。
次
金
徳
ノ
棘
ヲ
大
戸
之
道
尊
・
大
苫
邊
尊
ト
云
。
次
二
土
徳
ノ
祠
ヲ
面
足
尊
・
憎
根
ノ
尊
ト
云
。

天
地
ノ
道
相
交
テ
、
各
陰
陽
ノ
カ
タ
チ
ア
リ
。
シ
カ
レ
ド
ソ
ノ
フ
ル
マ
イ
ナ
シ
ト
云
リ
。
此
諸
祠
實
ニ
ハ
國
常
立
ノ
一
紳
ニ
マ
シ
マ
ス
ナ

ル
ベ
シ
。
五
行
ノ
徳
各
祠
ト
ア
ラ
バ
レ
給
。
是
ヲ
⊥
ハ
代
ト
モ
カ
ゾ
フ
ル
也
。
二
世
三
世
ノ
次
第
ヲ
立
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ニ
ヤ
。
次
二
化
生

シ
給
ヘ
ル
祠
ヲ
伊
弊
諾
尊
・
伊
弊
冊
尊
ト
申
ス
。
是
ハ
正
ク
陰
陽
ノ
ニ
ニ
ワ
カ
レ
テ
造
化
ノ
元
ト
ナ
リ
給
フ
。
［
上
ノ
］
五
行
ハ
ヒ
ト
ツ
ヅ

ツ
ノ
徳
也
。
此
五
徳
ヲ
ア
ハ
セ
テ
萬
物
ヲ
生
ズ
ル
ハ
ジ
メ
ト
ス
。

と
類
似
し
た
記
述
が
あ
る
。
さ
ら
に

　
　
　
　
　
ユ

『
塵
添
瑳
嚢
抄
』

巻
六
・
第
一
「
天
地
七
代
事
」
も
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…
…
侃
此
祠
ヲ
ハ
五
行
ニ
モ
當
定
メ
奉
サ
ル
者
也
。
後
ヨ
リ
五
代
。
次
第
二
五
行
二
現
シ
タ
ル
也
。
謂
ク
國
狭
槌
ノ
尊
ハ
水
徳
ノ
始
。
泥
土
壇
ハ
木

徳
ノ
始
。
大
戸
之
道
。
大
戸
間
邊
ハ
金
徳
ノ
始
メ
。
面
足
橿
根
ハ
土
徳
ノ
始
也
。
此
ノ
五
徳
ノ
五
行
二
開
タ
ル
所
ヲ
。
天
ノ
御
中
主
ノ
尊
ト
申
ス
。

と
、
五
行
に
例
え
た
記
述
が
あ
る
。

　
国
名
の
由
来
、
「
大
和
の
い
わ
れ
」

に
つ
い
て
は
、
一
条
兼
良
の

　
　
　
　
　
　
　
　

『
日
本
書
紀
纂
疏
』

に

－
故
百
姓
往
二
來
於
山
一
、
山
多
二
人
跡
一
、
又
云
、
耶
麻
止
猶
二
山
止
一
也
、
古
語
謂
二
居
住
一
爲
レ
止
、
又
云
、
百
姓
住
レ
山
爲
レ
戸
、
故
名



日
二
山
戸
一
、

號
上
：
：
・
・

以
上
二
義
、
大
同
小
異
也
：
　
（
中
略
）
：
棘
武
皇
帝
、
初
都
二
於
大
和
國
磐
余
之
地
一
、
因
以
二
耶
麻
止
一
、
爲
下
有
二
天
下
一
之

と
み
え
、
又
、
『
神
皇
正
統
記
』
に
も

今
ハ
四
十
八
ケ
國
ニ
ワ
カ
テ
リ
。
中
州
タ
リ
シ
上
二
、
祠
武
天
皇
東
征
ヨ
リ
代
々
ノ
皇
都
也
。
ヨ
リ
テ
其
名
ヲ
ト
リ
テ
、
飴
ノ
七
州
ヲ
モ

ス
ベ
テ
耶
麻
土
ト
云
ナ
ル
ベ
シ
。

：
耶
麻
土
ト
云
ヘ
ル
コ
ト
ハ
山
　
ト
云
也
。
昔
天
地
ワ
カ
レ
テ
泥
ノ
ウ
ル
ヲ
ヒ
イ
マ
ダ
カ
バ
カ
ズ
、
山
ヲ
ノ
ミ
往
來
ト
シ
テ
其
跡
ヲ

ホ
カ
リ
ケ
レ
バ
山
　
ト
云
。
或
古
語
二
居
住
ヲ
止
ト
云
。
山
二
居
住
セ
シ
ニ
ョ
リ
テ
山
止
ナ
リ
ト
モ
云
ヘ
リ
。

．
　
・
　
．

と
み
え
る
。
こ
の
二
箇
所
の
記
述
は
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
独
自
の
解
釈
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
土
壌
、
い
わ
ゆ
る
「
中
世
日
本
紀
」
の
影
響
を

強
く
受
け
た
説
と
い
え
る
。
こ
の
時
代
の
日
本
紀
の
思
想
を
反
映
す
る
。
「
神
道
の
心
」
の
説
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
正
文
を
中
心
に
ま
と
め
る

が
、
そ
れ
に
注
釈
を
交
え
、
一
部
、
異
説
＝
書
に
曰
く
」
の
説
を
も
採
用
す
る
。
正
文
を
中
心
に
ま
と
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
解
釈
を

交
え
る
こ
と
も
「
中
世
日
本
紀
」
の
影
響
か
。

　
そ
し
て
、
「
次
」
と
し
て
今
度
は
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次
儒
家
の
心
は
混
沌
を
元
気
と
す
。
こ
れ
即
天
地
陰
陽
い
ま
だ
分
ざ
る
前
は
、
清
濁
相
和
す
。
麦
を
混
沌
と
い
へ
り
。
…
…
故
に
天
地
万

物
は
混
元
の
気
を
本
と
す
。
さ
れ
ば
気
形
質
の
三
を
立
る
中
に
、
混
元
を
気
と
い
ひ
、
天
地
の
起
る
を
形
と
云
、
人
民
生
じ
五
常
の
起
る

を
質
と
名
付
也
。
：



と
、
「
儒
家
の
心
」
、
儒
教
の
立
場
か
ら
見
解
を
述
べ
る
。
「
次
」
と
し
て
、
形
式
上
、
先
の
説
に
対
し
て
並
列
の
形
で
説
を
提
示
す
る
。
そ
れ
を

「
こ
れ
即
天
地
陰
陽
は
…
愛
を
混
沌
と
い
へ
り
。
」
と
、
前
の
語
、
「
混
沌
、
元
気
」
を
解
説
す
る
体
で
論
を
進
め
る
。
こ
の
「
混
沌
」
の
語
は
、

先
の
「
神
道
」
の
説
で
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
語
で
あ
る
。
神
道
の
説
と
の
つ
な
が
り
を
ほ
の
め
か
す
。
そ
し
て
、
「
さ
れ
ば
」
と
し
て
、
気
形
質

を
説
く
。
そ
し
て
、
そ
の
儒
家
の
見
解
を
（
二
字
下
げ
の
）
別
記
の
形
式
を
用
い
て
、

仏
家
よ
り
こ
れ
を
い
は
“
、
混
元
と
は
風
輪
所
起
の
処
に
当
れ
り
。

質
と
云
は
成
劫
の
末
、
住
劫
の
初
な
る
べ
し
。

故
に
成
劫
の
初
こ
れ
気
の
重
也
。
次
に
形
と
い
ふ
は
成
劫
の
初
中
、

と
、
仏
家
の
立
場
で
言
い
換
え
て
説
明
す
る
。
「
仏
家
よ
り
こ
れ
を
い
は
“
」
と
し
、
「
故
に
」
と
し
て
「
儒
教
」
の
語
を
仏
教
の
語
で
置
き
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
る
。
「
気
形
質
」
の
三
つ
を
「
四
劫
」
に
あ
て
は
め
て
説
明
す
る
。
「
四
劫
」
と
は
、
仏
教
の
時
間
論
で
一
つ
の
世
界
が
成
立
し
、
継
続
し
、

破
壊
し
、
次
の
世
界
が
成
立
す
る
ま
で
を
、
四
期
〈
①
「
成
劫
」
1
1
器
世
間
（
山
河
・
大
地
・
草
木
等
）
と
衆
生
世
間
（
生
き
も
の
の
世
界
）

が
成
立
す
る
時
期
で
二
十
小
劫
に
分
か
れ
る
②
「
住
劫
」
1
1
（
先
に
挙
げ
た
）
二
種
の
世
間
が
安
穏
に
続
く
時
期
で
二
十
小
劫
に
分
か
れ
る
③

「
壊
劫
」
n
衆
生
世
間
が
ま
ず
破
壊
し
、
つ
い
で
器
世
間
も
破
壊
し
つ
く
す
時
期
で
二
十
小
劫
に
分
か
れ
る
④
「
空
劫
」
H
す
べ
て
破
壊
し
終
っ

て
無
一
物
で
あ
る
か
ら
空
劫
と
い
う
。
二
十
小
劫
あ
る
。
〉
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
て
は
め
て
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
仏
教
思
想
の
中

に
儒
教
の
理
論
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
暗
に
示
す
。
こ
こ
で
の
「
仏
家
」
の
説
は
、
四
劫
の
思
想
を
用
い
、
小
乗
仏
教
の
解
釈
で
あ
る
。
い
ま

ま
で
各
思
想
の
説
で
、
「
語
」
に
対
し
て
加
え
て
き
た
注
の
形
を
も
っ
て
、
こ
こ
は
他
の
思
想
で
あ
る
仏
教
の
語
に
置
換
す
る
。
「
儒
教
」
の
説

を
否
定
、
批
評
す
る
の
で
な
く
、
「
置
き
換
え
る
」
こ
と
で
、
仏
教
の
思
想
に
、
儒
教
の
思
想
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
本
文
の
順
を
追
う
形
で

証
明
す
る
。

　
そ
し
て
ま
た
、
「
次
」
を
用
い
て
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次
に
道
教
の
心
は
虚
無
の
大
道
、
生
成
養
育
し
て
道
法
自
然
に
元
気
を
な
す
。
故
に
道
一
を
生
ず
、
其
一
と
い
ふ
は
混
元
な
り
。
一
こ
れ

マ
マ大

極
也
。
一
二
を
生
ず
、
二
と
い
ふ
は
天
地
也
。
二
三
を
生
ず
、
其
三
と
云
は
三
才
也
。
三
万
物
を
生
ず
、
故
に
万
物
根
に
帰
し
て
虚
寂

に
復
す
と
い
へ
り
。
：
…

と
、
「
道
教
の
心
は
」
と
し
て
、
道
教
の
考
え
方
を
提
示
す
る
。
「
次
」
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
並
列
の
形
で
の
提
示
で
あ
る
。
「
故
に
」

と
し
て
、
三
つ
に
あ
て
は
め
て
解
釈
す
る
。
た
し
か
に
コ
が
二
を
生
じ
て
三
が
万
物
を
生
む
」
と
の
説
明
は
ま
ち
が
い
と
は
い
え
な
い
が
、

こ
の
三
つ
に
あ
て
は
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
儒
教
の
説
で
提
示
し
た
「
元
気
」
の
解
釈
で
あ
る
こ
と
は
、
作
為
的
で
あ
る
。
「
く
は
し
く

は
尽
す
に
あ
た
は
ず
。
」
と
し
、
そ
れ
を
ま
た
別
記
の
形
式
で

仏
家
よ
り
こ
れ
を
み
れ
ば
虚
無
の
道
と
い
ふ
は
空
界
な
り
。
一
を
生
ず
と
云
は
風
輪
な
り
。
二
は
山
海
大
地
、
三
は
人
也
云
≧
。
惣
じ
て

俗
釈
の
心
無
極
に
し
て
大
極
也
。
是
混
元
也
。
…
…
二
気
の
交
感
に
し
て
万
物
生
じ
、
万
物
生
じ
て
終
に
無
極
に
帰
す
と
い
へ
り
。

と
、
先
の
別
記
文
と
同
じ
「
仏
家
よ
り
こ
れ
を
み
れ
ば
」
の
形
を
用
い
て
「
仏
家
」
の
立
場
で
言
い
換
え
る
。
こ
こ
も
「
儒
家
」
の
場
合
と
同

じ
く
、
本
文
に
対
応
す
る
形
を
と
り
、
用
語
の
置
き
換
え
を
も
っ
て
仏
教
で
言
い
換
え
る
。
「
道
教
の
心
」
で
三
つ
に
分
け
て
説
く
の
は
、
こ
の

置
き
換
え
の
た
め
の
伏
線
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
「
儒
家
」
の
説
で
提
示
し
た
「
元
気
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
で
、
「
儒
教
」
と
「
道
教
」

の
相
互
の
関
係
、
そ
れ
に
対
す
る
仏
教
と
の
つ
な
が
り
を
強
調
す
る
。
本
文
と
対
に
な
る
形
で
、
本
文
の
解
釈
と
な
り
、
こ
こ
も
仏
教
が
道
教

思
想
を
包
括
す
る
た
め
、
仏
教
の
語
で
置
き
換
え
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、
陰
陽
に
つ
い
て
の
説
明
を
も
加
え
、
本
文
の
理
解
を

も
補
う
。

　
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
仏
家
の
説
の
提
示
と
な
る
。

一68一



次
仏
家
に
付
て
且
小
乗
の
心
を
も
て
い
は
“
、

り
o
　
°
：
°
：

一
切
衆
生
の
三
毒
三
業
を
も
て
器
界
を
造
立
し
、
成
住
壊
空
の
四
相
循
環
し
て
各
廿
劫
あ

と
、
こ
こ
で
も
「
次
」
と
し
、
形
式
上
、
い
ま
ま
で
と
同
様
、
並
列
の
立
場
で
扱
う
。
仏
家
の
中
で
も
「
小
乗
の
心
」
と
し
て
、
別
記
の
形
式

で
言
い
換
え
る
際
に
用
い
た
「
成
住
壊
空
」
の
四
劫
や
、
風
輪
の
思
想
を
語
釈
を
交
え
、
具
体
的
に
述
べ
る
。
い
ま
ま
で
別
記
の
形
式
で
述
べ

た
説
の
根
拠
、
説
明
と
な
り
、
四
劫
の
論
の
総
括
と
な
る
。
「
く
わ
し
く
は
如
二
倶
舎
一
。
」
と
出
典
を
明
記
し
た
あ
と
、

私
云
、
神
道
の
心
天
神
七
代
の
中
の
初
の
六
代
は
空
劫
に
当
り
第
七
代
二
柱
神
天
浮
橋
の
上
に
し
て
逆
矛
を
下
し
給
し
し
だ
・
り
国
と
な

る
と
云
よ
り
、
成
劫
欺
。
…
…
次
儒
家
に
混
元
の
気
と
云
は
風
輪
所
起
の
処
也
。
髪
を
道
教
に
道
一
を
生
ず
と
い
へ
り
。
又
道
教
に
虚
無

と
い
ふ
は
空
界
を
い
ふ
と
き
こ
へ
た
り
。

と
、
唯
一
、
別
記
の
形
式
を
用
い
て
説
明
し
な
か
っ
た
「
神
道
」
の
説
を
、
四
劫
の
順
序
に
照
ら
し
て
解
釈
す
る
。
つ
ま
り
「
神
道
」
思
想
を

も
仏
教
が
内
包
し
包
括
す
る
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
神
、
儒
、
道
の
順
に
従
い
、
そ
れ
に
対
比
す
る
形
で
も
う
一
度
、
諸
説
が

「
四
劫
」
説
で
説
明
で
き
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
ま
た
、
儒
教
の
混
元
の
気
を
風
輪
所
起
に
あ
て
は
め
、
さ
ら
に
「
愛
を
道
教
に
道
一
を
生
ず

と
い
へ
り
」
と
、
道
教
の
語
に
も
う
一
度
あ
て
は
め
て
説
明
し
、
三
者
の
密
接
な
関
係
を
示
す
。
こ
れ
は
、
前
説
で
用
い
た
語
を
意
図
的
に
引

く
方
法
と
重
な
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
仏
教
が
そ
の
全
て
の
思
想
を
包
括
し
て
い
る
こ
と
の
立
証
、
強
調
と
な
る
。
諸
説
に
対
し
、
別
記
の
形
式

で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
、
再
度
ま
と
め
る
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
冒
頭
で
「
和
漢
両
朝
並
に
仏
家
」
と
、
神
、
儒
、
道
教
を
「
和
漢
両
朝
」
と

一
括
り
に
し
た
意
図
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
こ
の
「
私
云
」
の
部
分
は
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
二
十
三
巻
本
・
二
十
巻
本
は
、
別
記
形
式
を
と
ら
な
い
も
の
の
、
抄
本
は
別
記
の
形
式
を
用
い
て
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い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
総
括
し
た
上
で
、
さ
ら
に

次
実
大
極
妙
の
法
花
本
門
の
心
は
本
国
と
妙
所
摂
の
三
千
界
な
れ
ば
・
…
－

と
、
い
ま
ま
で
と
同
じ
く
「
次
」
の
形
式
で
、
仏
教
の
中
で
も
大
乗
の
教
え
、
な
か
で
も
「
法
花
本
門
の
心
」
の
立
場
で
の
見
解
を
述
べ
る
。

そ
し
て
、
「
故
に
本
門
の
心
よ
り
み
れ
ば
此
界
成
立
の
始
な
し
。
」
と
、
こ
の
話
全
体
を
結
論
づ
け
、
統
括
す
る
。
こ
こ
で
の
見
解
は
い
ま
ま
で

の
分
量
の
五
分
の
一
ほ
ど
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
諸
説
を
挙
げ
、
そ
れ
を
仏
教
（
小
乗
）
で
ま
と
め
て
き
た
解
釈
を
、
こ
こ

で
超
越
す
る
形
で
覆
す
。
「
実
大
極
妙
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
「
法
花
本
門
の
心
」
の
見
解
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

「
本
門
の
心
」
の
論
理
展
開
を
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

　
一
話
の
中
で
は
、
諸
説
の
理
論
を
超
越
し
て
統
括
し
、
全
体
の
結
論
部
分
に
な
る
。

　
初
め
に
、
「
次
実
大
極
妙
の
法
花
本
門
の
心
は
」
と
「
実
大
極
妙
」
と
し
て
「
法
花
本
門
」
を
強
調
す
る
。
「
本
国
と
妙
所
摂
の
三
千
界
な
れ

ば
、
娑
婆
即
常
住
本
有
の
国
土
に
し
て
火
水
風
の
三
災
を
は
な
れ
、
成
住
壊
空
の
四
劫
を
出
た
る
が
故
に
」
と
今
ま
で
の
論
の
中
心
だ
っ
た
「
四

劫
」
の
思
想
を
超
越
す
る
体
で
、
法
華
経
で
い
う
「
久
遠
実
成
」
の
思
想
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
「
久
遠
実
成
」
を
前
提
に
し
て
函
囚
を
尋

る
に
生
ぜ
し
始
な
け
れ
ば
感
ず
る
事
な
く
、
閑
困
又
終
な
け
れ
ば
生
ず
る
事
も
な
し
」
と
、
過
去
、
未
来
と
し
て
、
時
空
を
対
比
し
て
、
「
久
遠

実
成
」
の
正
当
性
を
導
く
。
次
に
冒
化
蔵
密
厳
等
の
浄
土
も
安
養
浄
瑠
璃
等
の
世
界
も
乃
至
一
代
経
に
説
と
こ
ろ
の
三
土
四
土
の
浄
土

は
み
な
此
娑
婆
の
根
本
よ
り
出
生
す
る
処
の
枝
葉
垂
　
の
権
土
也
。
」
と
「
さ
れ
ば
」
と
前
を
受
け
、
「
花
蔵
密
厳
等
の
浄
土
」
を
「
枝
葉
垂
　

の
権
土
」
と
定
義
し
、
他
の
宗
派
の
理
論
も
自
ら
の
「
久
遠
実
成
」
の
論
理
に
引
っ
張
り
込
む
。
他
の
理
論
を
対
比
す
る
こ
と
で
、
よ
り
「
法

花
本
門
」
の
思
想
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
祠
囮
本
門
の
心
よ
り
み
れ
ば
此
界
成
立
の
始
な
し
。
」
と
「
故
に
」
と
し
て
、

総
括
し
て
「
此
界
成
立
の
始
な
し
」
と
結
論
づ
け
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
乗
の
中
で
も
「
法
花
本
門
」
の
教
え
を
強
調
し
、
「
さ
れ
ば
」
と
前
を
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受
け
、
過
去
を
鑑
み
、
さ
ら
に
他
の
教
え
を
自
ら
の
論
に
取
り
込
ん
で
「
法
花
本
門
」
の
優
位
性
を
示
し
、
「
故
に
」
と
結
論
づ
け
る
方
法
を
と

る
。
こ
の
論
の
展
開
は
、
仏
教
が
諸
説
を
内
包
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
際
に
用
い
た
論
理
構
成
と
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
の
一
話
を
図
に
表
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

諸
説
の
列
挙
の
提
示
（
和
漢
両
朝
並
に
仏
家
の
所
談
相
か
は
れ
り
。
）

　
ひ
闇
口
　
　
　
先
和
国
㈱
閨
…

［
欄
劇
口
　
　
　
次
圏
週
…
…

　
　
　
別
記
文
］
仏
教
悟
］
同
い
‥
換
兇
照
説
明
】
　
…
　
仏
家
よ
り
こ
れ
を
い
は
べ
…

　
［
劇
］
　
　
　
次
に
圏
固
…
…

　
　
　
獅
記
文
］
仏
教
で
〕
高
い
‥
換
園
照
…
説
明
〉
≡
　
仏
家
よ
り
こ
れ
を
み
れ
ば
…

　
［
閨
］
次
仏
家
に
付
て
且
困
閑
圏
を
も
て
い
は
べ
…
…

　
　
　
　
　
愁
民
…
…
］
抄
本
漬
は
別
記
斑
H
…

　
　
　
　
　
（
神
道
、
儒
教
、
道
教
の
今
ま
で
の
思
想
を
仏
教
で
言
い
換
え
て
説
明
。
）

　
　
　
　
　
（
今
ま
で
の
ま
と
め
と
し
て
仏
教
で
置
き
換
え
て
い
る
。
）

次
実
大
極
妙
の
圏
圏

・
法
花
本
門
を
実
大
極
妙
と
す
る

・
「
久
遠
実
成
」
の
提
示

・
時
空
（
過
去
と
、
現
在
未
来
）
の
対
比

・
「
さ
れ
ば
」
と
前
を
受
け
他
宗
と
の
対
比
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・
「
故
に
」
と
し
て
、
「
此
界
成
立
の
始
め
な
し
」
と
結
論
づ
け
る
。

　
（
対
比
し
た
例
を
順
に
受
け
な
が
ら
総
括
す
る
）

「
故
に
本
門
の
心
よ
り
み
れ
ば
此
界
成
立
の
始
め
な
し
。
」
と
、
全
体
を
統
括
す
る

　
「
次
」
を
も
っ
て
諸
説
を
並
列
で
列
挙
す
る
体
を
装
う
が
、
前
説
を
取
り
込
む
形
で
仏
教
で
総
括
し
、
さ
ら
に
末
尾
で
全
体
を
「
法
花
本
門
」

で
統
括
し
、
末
尾
の
説
を
強
調
す
る
。
全
体
が
入
れ
子
型
で
論
が
展
開
す
る
。
ま
た
、
「
法
花
本
門
」
の
説
の
論
理
展
開
は
、
諸
説
を
総
括
す
る

方
法
の
縮
図
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
前
を
受
け
て
総
括
し
て
い
く
方
法
は
、
各
説
で
の
叙
述
の
仕
方
と
も
重
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
諸
説
が
解
説
的
な
文
章
で

あ
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
諸
説
の
冒
頭
は
「
…
心
」
と
、
同
じ
形
式
で
統
一
し
、
仏
教
で
置
き
換
え
る
際
に
は
、
「
…
い
は
“
」
「
…
み
れ
ば
」
と
統
一
す
る
。
内
容
に

よ
っ
て
、
表
記
の
か
き
分
け
（
本
文
と
別
記
の
形
式
）
を
し
、
構
成
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

三
、
巻
一
の
他
の
説
話

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
提
示
し
た
説
を
取
り
込
む
形
で
論
を
進
め
、
末
尾
を
仏
教
で
統
括
す
る
方
法
は
、
巻
一
の
他
の
説
話
も
同
様
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
同
巻
・
第
五
「
衆
生
」
。
冒
頭
で
、

有
情
の
起
を
い
ふ
に
又
三
国
の
心
不
同
な
り
。
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と
、
先
と
同
じ
く
三
国
の
思
想
（
和
漢
と
仏
教
）
で
述
べ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
も
同
じ
並
び
で
「
先
」
と
し
て

と

先
吾
国
神
道
の
心
は
天
神
七
代
の
御
神
…
…

「
吾
国
神
道
の
心
」
の
見
解
を
述
べ
る
。
そ
の
説
に
対
し
て
、
別
記
の
形
式
を
用
い
て

昔
天
御
中
主
尊
と
申
奉
る
は
、
国
常
立
の
御
事
也
。

な
ど
本
文
の
語
釈
の
形
で
、
語
の
説
明
と
し
て
異
説
を
提
示
し
、
神
の
系
図
、
そ
の
出
典
を
割
注
で
示
し
て
、
本
文
の
解
釈
を
補
う
。

　
こ
の
「
神
道
の
心
」
の
説
は
、
「
吾
国
」
1
1
「
日
本
」
に
ど
の
よ
う
に
し
て
人
が
生
ま
れ
た
の
か
を
説
く
。
神
代
か
ら
、
皇
室
の
系
譜
を
説
き
、

神
が
祖
と
な
っ
て
、
ま
ず
皇
族
が
生
ま
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
人
皇
の
時
代
に
、
王
氏
か
ら
、
諸
姓
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
説
く
。
い
わ
ゆ
る
日

本
の
種
族
が
神
、
王
氏
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
、
日
本
人
の
祖
を
説
明
す
る
。
そ
し
て

次
震
旦
の
元
起
を
い
は
“
、
天
地
未
分
の
時
…
…

と
、
「
次
」
の
形
式
を
用
い
て
、
震
旦
で
三
皇
の
世
に
な
る
ま
で
を
述
べ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
別
記
の
形
式
で

私
云
、
此
事
い
ま
だ
本
書
を
見
ず
、
陰
陽
の
書
に
あ
り
、
追
而
可
勘
。
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と
解
釈
し
、
本
文
の
読
み
を
決
定
す
る
。
そ
の
あ
と
（
本
文
と
し
て
）

次
に
三
皇
の
起
り
を
い
は
“
、
盤
古
極
長
し
て
後
、
即
三
皇
あ
り
。

と
、
ま
た
「
次
」
と
し
て
区
切
り
、
三
皇
に
つ
い
て
典
拠
ま
で
挙
げ
な
が
ら
、
多
様
な
説
を
列
挙
す
る
。
そ
れ
ら
を
全
て
一
括
し
て
「
こ
れ
ら

は
み
な
震
旦
の
種
族
の
祖
な
り
。
」
と
ま
と
め
る
。
こ
こ
で
は
震
旦
の
種
族
の
祖
を
説
明
す
る
。
こ
こ
ま
で
、
並
列
の
体
で
、
日
本
、
震
旦
の
国

の
種
族
の
祖
を
述
べ
た
。
次
の
「
仏
家
の
心
」
の
説
も

次
仏
家
の
心
を
も
て
こ
れ
を
い
は
“
…
…

と
、
形
式
上
は
、
「
次
」
で
区
切
り
、
い
ま
ま
で
と
同
じ
く
並
列
で
の
説
の
列
挙
を
装
う
。
し
か
し
、
内
容
は
、
「
膀
の
中
よ
り
金
色
千
葉
の
蓮

花
生
ぜ
り
。
…
其
中
に
人
有
て
生
ぜ
り
。
」
と
、
「
人
」
の
誕
生
、
「
…
其
八
子
又
天
地
人
民
を
生
ず
と
。
」
と
人
民
の
誕
生
、
さ
ら
に
、
「
八
天
子

所
生
の
子
を
衆
生
と
云
に
付
て
三
の
故
侍
り
。
」
と
、
そ
の
子
た
ち
が
衆
生
で
あ
る
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
つ
の
理
由
を
述

べ
る
。
そ
こ
か
ら
、
天
竺
の
王
の
子
孫
に
つ
い
て
も
述
べ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
一
つ
の
国
の
人
種
の
祖
で
は
な
く
、
根
本
的
な
人
類
全
体
に
つ

い
て
説
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
い
ま
ま
で
の
和
国
（
「
吾
国
」
）
、
震
旦
の
説
を
否
定
は
し
な
い
が
、
こ
こ
で
の
説
は
そ
れ
ら
を
含
み
込

ん
だ
、
説
の
根
本
、
大
前
提
に
な
る
。
諸
説
と
位
相
を
異
に
す
る
。

　
こ
こ
で
も
和
漢
仏
の
並
び
で
、
「
次
」
の
形
を
用
い
、
並
列
を
装
い
諸
説
を
列
挙
す
る
が
、
や
は
り
、
末
尾
を
仏
教
に
統
括
す
る
形
で
論
が
展

開
す
る
。
そ
し
て
、
各
思
想
の
中
で
仏
教
の
優
位
性
を
立
証
す
る
。

　
巻
一
の
他
の
説
話
も
、
こ
の
よ
う
な
方
法
を
持
つ
。
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第
一

し
て
、

「
戯
実
」
で
は
、
『
枕
草
子
』
を
意
識
し
た
物
づ
く
し
の
体
を
取
る
。
し
か
し
、
一
つ
一
つ
の
項
目
で
、
た
と
え
ば
、
「
に
く
き
物
」
と

か
み
そ
り
と
に
、
そ
り
く
つ
の
ま
じ
り
た
る
、
に
く
し
。
ひ
さ
う
す
る
物
こ
ふ
人
。
心
地
れ
い
な
ら
ぬ
時
い
ね
な
ん
と
す
る
に
お
こ
す
人
。

く
り
か
け
た
る
文
を
人
の
き
て
く
り
返
し
ひ
き
ち
ら
す
。
ね
ず
み
に
さ
う
し
く
は
れ
た
る
は
、
い
ふ
は
か
り
な
く
に
く
し
。
物
し
り
が
ほ

し
て
若
き
も
の
が
利
口
す
る
。
身
の
程
し
ら
で
物
書
を
く
も
又
に
く
し
。

と
、
「
に
く
し
」
物
を
連
ね
る
が
、
そ
の
末
尾
の
例
は

仏
計
こ
そ
万
に
つ
け
て
に
く
み
思
召
御
心
は
ま
し
ま
さ
ね
。

ず
。
不
信
穀
誘
の
と
が
を
い
ま
し
め
ま
し
ま
す
計
也
。

其
人
命
終
入
阿
鼻
獄
と
法
花
経
に
説
給
ひ
し
は
、
に
く
ま
せ
給
ふ
に
は
侍
ら
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と
、
仏
教
の
例
を
出
し
、
仏
説
で
ま
と
め
る
。
ま
た
、
仏
が
人
々
を
「
に
く
し
」
と
思
わ
な
い
根
拠
と
し
て
「
法
花
経
」
を
用
い
る
。
こ
の
一

話
は
「
も
の
づ
く
し
」
で
構
成
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
も
の
づ
く
し
」
の
例
の
末
尾
を
仏
教
で
総
括
す
る
。

　
「
久
し
か
ら
ぬ
物
」
で
は
、
「
春
の
雪
」
、
「
明
行
空
の
月
の
ひ
か
り
」
等
の
例
を
挙
げ
、
末
尾
「
諸
経
に
と
け
る
弥
陀
等
の
仏
の
命
も
此
経
よ

り
見
れ
ば
久
か
ら
ず
。
」
と
、
法
華
経
の
優
位
性
を
あ
げ
る
。

　
「
ね
も
な
き
物
」
で
は
、
「
う
き
草
」
、
「
と
し
・
と
い
ふ
草
」
な
ど
を
あ
げ
、
末
尾
「
又
法
花
経
　
門
の
二
乗
成
仏
も
ね
は
な
か
る
べ
し
。
」
と
、

仏
教
で
総
括
す
る
。
「
法
花
経
　
門
」
を
あ
げ
、
「
　
門
」
の
コ
一
乗
成
仏
」
を
「
ね
の
な
い
も
の
」
と
し
、
「
法
花
本
門
」
の
正
当
性
を
暗
に
述

べ
る
。
こ
の
一
話
の
最
後
の
例
は
「
う
れ
し
き
事
」
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
、
そ
の
末
尾
を
仏
教
で
ま
と
め
「
此
経
を
持
者
を
ば
是
人
於
仏
道



決
定
無
有
疑
と
説
れ
た
る
こ
そ
誠
に
う
れ
し
け
れ
」
と
す
る
。
や
は
り
、
仏
教
、
な
か
で
も
「
法
花
本
門
」
の
優
位
性
を
も
っ
て
統
括
す
る
。

　
第
二
「
生
死
」
は
、
世
の
流
転
、
生
死
の
法
に
つ
い
て
、
「
逃
れ
が
た
い
も
の
」
と
し
て
仏
教
の
諸
説
を
提
示
し
て
説
明
す
る
。
し
か
し
、
末

尾
で
「
只
此
経
を
た
も
つ
の
み
ぞ
、
は
な
る
・
道
に
は
侍
る
と
、
仏
は
説
を
き
給
へ
り
。
」
と
し
て
、
法
華
経
を
重
視
す
る
。
そ
れ
を
導
く
の
に

「
又
は
過
去
の
大
仙
黄
頭
…
」
な
ど
、
過
去
か
ら
鑑
み
、
対
比
さ
せ
る
。
こ
の
時
空
の
対
比
の
方
法
も
先
の
例
と
同
じ
。

　
第
三
「
仏
法
前
後
」
は
、
「
仏
」
と
「
御
法
」
は
ど
ち
ら
が
先
に
で
き
た
か
を
問
う
話
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
各
宗
派
の
解
釈
を
提
示
し
た

後
、
「
大
乗
源
妙
」
の
所
談
を
「
小
乗
」
に
対
比
さ
せ
て
述
べ
、
「
然
る
に
法
花
本
門
の
心
は
」
と
し
て
、
法
が
前
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
さ

ら
に
、
「
さ
て
法
花
本
門
の
心
は
」
と
、
前
を
受
け
て
、
「
能
所
」
か
ら
、
「
仏
」
と
「
御
法
」
の
関
係
を
考
え
る
。
「
こ
れ
ら
は
天
台
の
釈
の
心

な
り
」
と
し
て
、
荊
渓
や
、
源
清
法
師
な
ど
の
説
を
引
い
て
列
挙
す
る
。
そ
し
て
、
末
尾
「
此
上
に
法
花
本
門
の
心
は
」
と
し
て
、
「
m
岡
臼
三
世

環
の
如
し
て
能
所
本
有
也
。
」
と
「
故
に
」
と
全
体
を
総
括
す
る
。
仏
教
内
の
事
柄
に
つ
い
て
は
諸
説
、
宗
派
の
解
釈
を
多
く
提
示
し
、
そ
の
中

で
、
「
本
門
の
心
」
を
も
っ
て
、
結
論
と
す
る
。
小
乗
と
大
乗
、
過
去
と
現
在
・
未
来
、
諸
説
と
本
門
の
説
の
対
比
に
よ
っ
て
、
論
を
導
く
。

　
こ
の
よ
う
に
、
巻
一
の
各
説
話
は
諸
説
を
並
列
の
形
で
列
挙
し
、
末
尾
を
仏
教
、
ま
た
は
法
花
本
門
で
、
統
括
す
る
方
法
を
と
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
標
題
を
仏
教
を
用
い
て
統
括
す
る
と
い
う
構
想
が
巻
一
全
体
を
貫
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
意
図
的
に
構
成
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
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四
、
説
話
の
方
法
と
巻
の
配
列

　
そ
れ
で
は
、
先
に
確
認
し
た
説
話
の
方
法
と
、
巻
の
配
列
の
方
法
の
相
関
性
は
ど
う
か
。

　
巻
一
は
、
一
．
戯
実
、
二
・
生
死
、
三
・
仏
法
前
後
、
四
・
国
土
ノ
起
和
漢
仏
家
、
五
・
衆
生
、
六
・
字
源
、
七
・
詩
初
、
八
・
歌
起
、
九
・

教
起
の
順
に
並
ぶ
。
第
一
「
戯
実
」
を
序
と
し
て
、
第
二
で
こ
の
世
界
の
流
転
の
法
（
生
死
の
輪
廻
）
を
説
き
、
そ
の
生
死
か
ら
逃
れ
る
術
と



し
て
法
華
経
を
強
調
し
↓
第
三
で
「
仏
」
と
「
教
」
は
ど
ち
ら
が
先
か
を
説
き
↓
第
四
で
国
土
の
起
こ
り
（
但
し
、
大
乗
〈
法
花
本
門
〉
で
は

起
は
な
し
と
す
る
）
に
つ
い
て
↓
第
五
で
生
命
、
人
類
、
そ
し
て
、
各
国
の
種
族
の
起
こ
り
を
説
き
↓
第
⊥
ハ
・
七
、
八
と
文
化
の
起
こ
り
（
こ

れ
を
字
の
始
め
1
1
梵
字
［
天
竺
］
、
唐
詩
［
震
旦
］
、
和
歌
［
日
本
］
と
三
国
思
想
で
、
且
つ
和
歌
は
、
前
の
項
、
字
・
詩
と
順
に
発
展
し
て
で

き
た
物
と
説
く
）
を
説
き
↓
第
九
の
仏
の
教
え
（
如
来
説
法
）
で
こ
の
巻
を
統
括
す
る
。

一
・
戯
実
　
（
物
づ
く
し
）

二
・
生
死

三
・
仏
法
前
後

四
・
国
土
ノ
起
－
三
国
思
想
（
和
漢
両
朝
対
仏
家
）

五
・
衆
生
　
　
－
三
国
思
想
（
和
漢
両
朝
対
仏
家
）

九
・
教
起
　
　
全
話
八
を
引
く
。
巻
全
体
を
統
括

　
＊
巻
全
体
と
し
て
三
国
思
想
を
意
識
し
て
い
る
か

　
序

生
死
の
法
（
輪
廻
）

国
土
の
起
こ
り

人
類
の
起
こ
り

　
　
文
化

宗
教
（
教
え
）

発
展
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全
て
の
「
起
」
に
仏
教
を
か
ら
ま
せ
な
が
ら
、
法
、
国
、
人
類
、
文
化
の
発
展
を
変
遷
の
形
で
記
す
。
発
展
と
い
う
意
味
で
、

な
る
に
従
い
、
先
の
内
容
を
包
括
す
る
。
諸
説
を
取
り
込
む
各
説
話
の
展
開
に
通
じ
る
。

　
ま
た
、
巻
一
全
体
を
第
九
「
教
起
」
を
も
っ
て
仏
教
で
統
括
す
る
。
第
九
「
教
起
」
は
、
仏
の
「
教
え
」
の
始
ま
り
を
説
く
。

順
列
が
先
に

始
め
に
「
如



来
説
教
の
由
来
を
尋
ぬ
れ
ば
」
と
問
題
提
起
を
し
、
「
…
是
小
権
の
所
談
な
り
。
」
と
小
乗
で
の
説
を
提
示
す
る
。
そ
の
小
権
に
対
し
、
「
実
大
本

門
の
心
は
」
と
大
乗
の
説
を
対
比
し
て
あ
げ
、
「
…
能
詮
教
ま
た
久
遠
な
り
。
」
と
、
教
え
自
体
が
「
久
遠
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
こ
こ

で
も
、
小
乗
、
大
乗
の
対
比
か
ら
結
論
を
導
く
。
そ
し
て
「
故
に
其
始
て
起
る
と
云
事
を
し
ら
ず
、
歌
の
こ
と
は
り
天
地
に
先
立
て
あ
る
が
ご

と
し
。
」
と
「
故
に
」
と
全
て
前
を
受
け
て
総
括
す
る
。
先
で
述
べ
た
説
話
の
方
法
を
こ
こ
で
も
踏
襲
す
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
、
前
話
の
例
、
和

歌
・
古
今
集
の
位
置
を
仏
教
に
喩
え
て
説
明
し
た
例
を
受
け
る
。
総
括
の
箇
所
で
、
前
の
喩
え
を
用
い
る
こ
と
は
、
興
味
深
い
。
そ
し
て
、
過

去
を
尋
ね
、
時
代
に
よ
っ
て
教
え
が
異
な
っ
た
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
正
法
、
像
法
で
は
、
説
く
教
え
が
異
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。
「
但
法
花
経
の
み

ぞ
上
代
の
下
世
を
兼
て
、
正
像
末
の
三
時
と
も
に
、
利
養
を
施
し
給
ふ
。
」
と
し
て
、
法
華
経
の
優
位
性
を
強
調
す
る
。
そ
れ
を
「
し
か
は
あ
れ

ど
、
時
と
機
に
よ
り
て
傍
正
な
き
に
あ
ら
ず
。
古
今
集
の
ご
と
し
。
」
と
、
前
話
の
内
容
で
喩
え
て
説
明
す
る
。
前
話
を
取
り
込
ん
だ
形
に
な
る
。

巻
の
最
終
話
と
し
て
総
括
す
る
意
図
が
あ
る
か
。
そ
し
て
「
又
お
な
じ
仏
の
御
法
な
れ
共
、
仏
に
な
る
道
は
お
ほ
か
ら
ず
。
只
法
花
本
門
に
か

ぎ
れ
り
。
」
と
前
話
を
用
い
た
喩
え
に
対
し
、
「
法
花
本
門
」
を
強
調
す
る
。

　
い
ま
ま
で
も
各
説
話
で
「
法
花
本
門
」
の
優
位
性
を
説
い
て
は
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
法
花
本
門
」
の
教
え
を
絶
対
的
な
物
に
と
昇
華
さ
せ
、

位
相
を
異
に
す
る
。
続
け
て
「
歌
の
中
に
も
と
・
な
る
は
お
ほ
か
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
」
と
、
前
話
の
歌
と
仏
教
と
の
関
係
を
ふ
ま
え
て
、
前
話

を
も
解
釈
す
る
。
こ
の
一
話
は
、
「
お
な
じ
仏
の
御
法
な
れ
共
、
仏
に
な
る
道
は
お
ほ
か
ら
ず
。
只
法
花
本
門
に
か
ぎ
れ
り
。
」
を
も
っ
て
、
巻

一
を
統
括
す
る
役
割
を
持
つ
。

　
こ
の
よ
う
に
、
巻
の
配
列
も
、
各
説
話
の
方
法
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
。
よ
っ
て
、
巻
一
自
体
、
大
き
な
構
想
を
持
っ
て
意
図
的
に
組
み

立
て
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
な
方
法
を
あ
て
は
め
れ
ば
、
他
の
巻
の
説
話
配
列
も
納
得
が
い
く
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
巻
二
、
三
は
、
巻
二

が
王
、
巻
三
が
皇
太
子
、
皇
后
、
武
将
に
つ
い
て
述
べ
、
対
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
三
国
の
順
に
配
列
さ
れ
て
、
順
も
対
で
あ

る
。
し
か
し
、
巻
三
は
、
本
朝
の
説
話
に
な
る
と
、
突
如
と
し
て
、
「
猿
丸
太
夫
」
な
ど
歌
人
が
出
て
く
る
。
そ
し
て
、
「
和
泉
式
部
・
赤
染
衛
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門
」
、
「
躬
恒
・
貫
之
」
な
ど
、
両
者
の
優
劣
を
比
べ
る
説
話
に
な
る
。
歌
人
の
次
が
「
舎
利
佛
・
目
連
」
、
「
文
殊
・
妙
音
」
、
「
釈
迦
・
弥
陀
」

と
、
仏
、
そ
の
弟
子
た
ち
と
な
る
。
こ
の
一
見
脈
絡
の
な
い
つ
な
が
り
も
、
巻
一
で
の
各
説
話
の
方
法
、
巻
の
構
想
を
軸
に
し
て
み
れ
ば
、
末

尾
を
仏
教
で
締
め
く
く
り
、
全
体
の
ま
と
め
と
す
る
意
図
を
も
っ
て
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

五
、
ま
と
め

　
以
上
、
巻
一
の
各
説
話
が
、
諸
説
を
取
り
込
む
形
で
、
末
尾
を
仏
教
で
統
括
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
と
り
わ
け
法
花
本
門
の
思
想
を
も
っ

て
結
論
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
方
法
が
、
巻
一
の
説
話
配
列
と
相
関
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
諸
説
を
提
示
し
、
形
態
上
、
並
列
の
形
を
取
り
な
が
ら
、
そ
の
実
、
仏
教
が
、
そ
れ
ら
の
思
想
を
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
優

位
性
を
説
く
。
仏
教
の
宗
派
の
諸
問
題
で
は
、
「
法
花
本
門
」
の
説
を
強
調
す
る
論
理
構
成
を
と
る
。
他
の
思
想
に
対
し
て
は
仏
教
、
小
乗
に
対

し
て
は
大
乗
、
過
去
に
対
し
て
現
在
未
来
と
、
対
比
に
よ
っ
て
結
論
（
法
花
本
門
の
説
）
を
導
く
。
対
比
に
一
種
の
パ
タ
ー
ン
が
伺
え
る
。

　
「
類
書
」
の
形
式
と
類
似
す
る
が
、
単
に
説
を
列
挙
す
る
の
み
な
ら
ず
、
末
尾
で
解
釈
を
も
っ
て
統
括
し
結
論
づ
け
る
。
そ
の
意
味
で
単
な
る

「
類
書
」
の
形
式
と
は
異
な
る
。

　
諸
説
の
中
で
、
選
択
し
な
い
説
を
も
列
挙
す
る
こ
と
は
、
結
論
と
す
る
説
の
正
当
性
を
強
調
し
、
そ
の
説
の
信
懸
性
を
高
め
る
。
し
か
も
、

そ
れ
ら
を
取
り
込
ん
だ
形
で
結
論
を
導
く
こ
と
は
、
そ
の
説
の
優
位
性
を
立
証
す
る
。

　
ま
た
、
別
記
の
形
式
を
用
い
て
、
表
記
の
仕
方
を
区
別
す
る
。
本
文
の
解
釈
、
説
明
、
異
説
の
提
示
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
も
、
各
説

話
で
み
た
、
前
を
受
け
て
、
説
明
し
て
い
く
叙
述
の
仕
方
と
重
な
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
別
記
文
が
一
話
の
論
理
構
成
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
も
確
認
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
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注（
1
）
テ
ク
ス
ト
は
市
古
貞
次
校
注
『
楊
鴫
暁
筆
』
（
三
弥
井
書
店
）
に
よ
る
。
な
お
、
私
に
傍
線
を
付
し
た
。

（
2
）
引
用
は
「
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
二
十
七
巻
　
日
本
書
紀
纂
疏
　
日
本
書
紀
抄
」
に
よ
る
。
な
お
、
私
に
傍
線
を
付
し
た
。

（
3
）
引
用
は
「
神
皇
正
統
記
　
増
鏡
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
に
よ
る
。
な
お
、
私
に
傍
線
を
付
し
た
。

（
4
）
引
用
は
「
塵
添
瑳
嚢
抄
」
（
大
日
本
佛
教
全
書
一
五
〇
）
に
よ
る
。
但
し
、
『
塵
添
瑳
嚢
抄
・
瑳
嚢
抄
』
浜
田
敦
・
佐
竹
昭
広
編
者
（
臨
川
書
店
）
を

　
も
参
照
し
た
。

（
5
）
引
用
は
「
神
道
体
系
　
古
典
注
釈
編
三
　
日
本
書
紀
註
稗
（
中
）
』
に
よ
る
。
但
し
、
送
り
仮
名
な
ど
は
省
略
し
た
。

（
6
）
『
新
・
佛
教
辞
典
』
〈
増
補
V
中
村
元
監
修
（
誠
心
書
房
）
、
『
日
本
佛
教
語
辞
典
』
岩
本
祐
（
平
凡
社
）
に
よ
る
。
ま
た
、
『
望
月
佛
教
大
辞
典
」
〈
増
訂

　
版
〉
も
参
照
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
四
年
）
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